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株式会社トクヤマ

第4期廃プラスチック燃料化プラント起工
　当社は、第４期廃プラスチック燃料化プラントの建設を決定し、本日徳山製造所内の
セメント工場（南陽工場：山口県周南市）において起工式を行い建設に着手した。
完成は２００５年１１月、投資金額は１８億円の予定。廃プラスチック処理能力は
4万トン／年。
　当社は早くからセメント工場の原燃料代替として廃プラスチックの再資源化に取り組み、１９９９年に年間処理能力１.５万トン（第１期）、２００１年に３万トン（第２期）、
２００３年に４万トン（第３期）と順次プラントを増設して受け入れ能力の増加を図ってきた。その後も受け入れ拡大の要請が強いため、今回の第４期増設を決定したもの。
　この増設により、廃プラ燃料化プラントの年間処理能力は合計１２万５千トンとなる。将来的には第５期まで計画しており、１６万５千トンの処理能力を目指す。

　

尚、本プラントは独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ技術
開発機構）による補助が決定している。
お問合せ先：株式会社トクヤマ広報グループ
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